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令 和 ６ 年 第 １ 回 市 議 会 定 例 会 代 表 質 問 一 覧 表 

 

  １ 日   時  令和６年３月１１日（月） 午前９時３０分 

            

  ２ 質 問 者 （質問順） 

 

 新緑水クラブ       ３０分 （１ 北 川 明 夫） 

 市友会          ３０分 （２ 蔵 満 秀 規） 

    公明党          ３０分  （３ 石 丸 喜久雄） 

    日本共産党議員団     ３０分 （４ 坂   ゆかり） 

 

  ３ 質問事項、要旨及び項目 
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質  問  者  １ 北 川 明 夫 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 市政運営の基本姿

勢について 

１ 令和６年度は、第７次総合計画

を始め各種の長期計画が一斉にス

タートし、市制５５周年を迎える

とともに、任期４年目のまとめの

一年になると思うので、改めて市

政運営に対する市長の熱い思いを

伺う 

 本市のこれまでの発展の歩みを振り返り、現状をどのように評

価し、めざすべきまちの将来像をどのように描いているのか。ま

た、まちづくりを牽引するトップリーダーとしての意気込みはど

うか 

 市制５５周年関連事業は、全ての市民が郷土愛を育み、明日へ

の希望と活力を得る機会になればと期待するが、どのように実施

されるのか 

 

２ 経済見通し・本市

を取り巻く状況につ

いて 

１ 円安や原材料高が続く中、市内

の活発な企業活動等に支えられ、

市税収入は過去最高の当初予算額

を計上できたが、本市には今後も

数多くの大型事業が予定されてお

り、中長期的な健全財政に留意が

必要である。そこで、中長期財政

見通し等を伺う 

 中長期財政見通しでは、高齢化の進行等による扶助費の増加

や、大型事業の実施に伴う公債費と起債残高の上昇がポイントと

なるが、どのように見込んでいるのか。また、予定される学校施

設の建替え等や公共建築物保全事業の実施に備え、各基金の残高

目標をどのように定めているのか 

 

３ 子ども・子育ての

まちづくりについて 

１ 本市の子ども・子育て支援策

は、医療費助成を始め、妊娠・出

産、育児・保育、健診・予防接

種、障がい児福祉や放課後子ども

プラン等々、いずれも高い水準で

あり、花田市政３年間でさらに充

実が図られてきた。そこで、これ

らの周知・啓発方法とこども家庭

センターのあり方について伺う 

 令和６年度には、保育料等の無償化を第２子まで拡大するな

ど、市独自の支援が拡充される予定だが、それらも含め本市の子

ども・子育て支援の全体像を、今以上に分かりやすく周知・啓発

を行う工夫が必要と思うがどうか 

 こども家庭センターへの機能一体化は、どのように行われるの

か。また、一体化後も、支援窓口は３か所で活動することから、

それらの連携強化はどのように図っていくのか 
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２ 子ども達のための小中学校の環

境整備は計画的に進められてお

り、令和６年度も学校トイレの洋

式化を始め、空調機の設置や非構

造部材の整備を実施する予定であ

る。また、平洲小学校建替えの基

本計画が子ども達等へのアンケー

トを行いながら策定中なので、そ

れらの状況等について伺う 

 これまでの小学校のトイレ洋式化及び中学校の特別教室と体育

館の空調機設置事業の実施状況と事業効果はどのようか。また、

中学校体育館の空調機設置が完了した以降は、小学校体育館への

設置を検討してはどうか 

 平洲小学校の建替えは、未来の子ども達のための一大事業で、

後に続く学校の試金石でもあるが、検討状況はどのようか。ま

た、公民館や児童館等の複合化・集約化に関する検討については

どうか 

 

４ 環境・経済のまち

づくりについて 

１ 令和５年９月に地球温暖化対策

実行計画の区域施策編が策定さ

れ、策定済みの事務事業編と合わ

せて、本市のゼロカーボンシティ

推進体制が整った。これからは市

民や事業者、行政等が一体とな

り、カーボンニュートラルに向け

行動するときである。そこで、今

後の取組事業等を伺う 

 ３月１日をゼロカーボンの日とするのは大賛成だが、市民や事

業者等に広く浸透させるための啓発には、アイデアと戦略が重要

だと思うがどうか 

 約１億３千万円の予算で新規の補助事業や補助の拡大を計画し

ているが、その具体的内容と利用見込みはどのようか 

 令和６年度は公共施設の対策としてＬＥＤ化等が計画されてい

るが、どのような削減効果があるのか。また、今後の取組予定は

どうか 

 

２ 本市の農業は、都市近郊型農業

として、フキ、タマネギ、果樹、

花卉・洋ランの生産が中心だが、

地域特産物の出荷額はこの１０年

間で２／３に減少している。市

は、農業者の高齢化や担い手不

足、遊休農地の増加等に対し、持

続的にきめ細かく支援策を講じて

きているが、今後の魅力ある農業

の振興策について伺う 

 農業の担い手や新規参入を増やすには、農業が魅力とやりがい

のある職業にステップアップすることが大切なので、経営規模の

拡大、農産物のブランド化や優良品種の開発等に資する更なる支

援策が必要と思うがどうか 

 農地の有効利用を図るには、遊休農地の発生を防止しながら、

優良農地の確保と利用集積を促進する必要があるが、今回の農業

振興地域整備計画の見直しは、どのような方針で行っていくのか 
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５ 地域づくりについ

て 

１ 令和３年４月の社会福祉法改正

により重層的支援体制整備が進め

られている。介護、障がい、子ど

も、生活困窮の各相談支援を包括

し、伴走支援、多機関協働、アウ

トリーチ支援等につなげるととも

に、参加支援や地域づくりと一体

的に行う制度改正である。そこ

で、本市の取組状況等を伺う 

 令和３年度から実施している重層的支援体制整備事業につい

て、これまでの成果と課題はどのようか。また、今後、支援体制

の充実強化を図るために、人材育成も含め、どのような方針で取

り組んでいくのか 

 

２ 本市は、コミュニティを中心と

した地域運営体制づくりを進める

ため、緑陽、渡内、富木島ふれあ

い、加木屋の４コミュニティをモ

デル地区とし、地域住民や各種団

体等が連携・協働したまちづくり

を模索してきている。そこで、活

動状況等を伺う 

 コミュニティ中心の体制づくりを進める中、町内会・自治会の

加入率低下に歯止めが掛からない状況なので、市から強力な支援

策が必要ではないか 

 モデル地区の懇談会を通じて、どのような成果が生まれ、試行

的に実施されている取組はあるのか。また、補助金等の統合化や

（仮称）コミュニティ推進員制度の検討状況はどうか 

 

６ 健康・生涯学習の

まちづくりについて 

１ １０年前にめざした健康寿命を

令和４年度に男女共に達成し、本

市の健康づくり・生きがいづくり

は、順調に進んでいる。一方で、

フレイル予防を始め、生活習慣病

やがん等の早期発見・重症化予防

とともに、新興感染症への適切な

対応力が必要と思うので、今後の

取組について伺う 

 第３次健康増進計画の策定に向けて、推進項目の見直しの方向

性はどうか。また、特定健診や歯周病・大腸がん検診等の受診率

の向上策は、どのように盛り込むのか 

 ４年に及ぶコロナ対策の経験から、現行の新型インフルエンザ

等対策行動計画の見直しは検討しているのか。また、新型コロナ

ウイルス感染症の医療費の公費負担とワクチン接種は、本年４月

からどのように変わるのか 
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２ 創造の杜交流館の建設工事が本

格化しており、令和７年５月に開

館予定である。生涯学習、創造活

動及び多様な交流の新たな拠点と

して、建物のデザイン性と合わせ

て注目を集め、市民の期待も徐々

に高まっている。そこで、施設運

営や利用促進策等について伺う 

 市民の生涯学習や創造活動の機会を広げるには、コーディネー

トできる指定管理者が必要だが、どのような方針で選定するの

か。また、施設を活用したクリエイティブな人材の育成につい

て、どのように考えているのか 

 目玉の一つである歴史文化・情報発信コーナーは、展示内容や

展示替えのタイミングが大切だと思うが、どのように対応してい

くのか 

 短編映画の制作は、全国展開を前提とした先進的で魅力的な事

業だと思うが、どのように開館への気運醸成に結びつけていくの

か  

 

７ 安心安全・都市基

盤のまちづくりにつ

いて 

１ 能登半島地震から２月余になる

が、被災地や避難住民は依然、厳

しい状況下にあるので、引き続き

国を挙げての応援体制が必要であ

る。同時に本市でも、今回の地震

災害の教訓を踏まえて、改めて本

市の防災体制を点検し、平時から

の減災対策を進めることが大切で

ある。そこで、現状の課題と対策

について伺う 

 今回の被災地の状況を見て、本市においても急ぎ対策強化が必

要なことは何か 

 地域強靭化計画のハード面では、住宅の耐震化率、防火水槽や

雨水ポンプ場の耐震化率及び橋りょうの耐震補強の進捗状況はど

のようか。また、ソフト面では、避難行動要支援者の個別支援計

画、感染症対応の避難所訓練や消防団員の充足率が急がれる課題

だと思うが、現状と今後の対策はどうか 

 防災ハンドブックには、３河川の外水氾濫予想図が掲載されて

いるが、今回作成する内水についての浸水想定区域図との違いは

どうか。また、その活用方法はどのようか 
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２ 持続可能な経済発展を維持しつ

つ、市民生活と福祉をさらに充実

させるには、本市のポテンシャル

を活かした都市基盤整備等の推進

が大切である。そのためには、幹

線道路整備や土地区画整理事業等

の進捗を図るとともに、新たな定

住促進策が求められており、それ

らの状況等を伺う 

 太田川駅周辺土地区画整理事業の換地処分に伴い、清算金の交

付と徴収はどのような状況なのか。また、町名地番変更に伴い、

関係権利者や住民等の事務手続きが相当量に及ぶが、行政はどの

ような支援を講じていくのか 

 中心市街地を貫く市道太田川駅前通り線は、西進及び東進の事

業が計画されているが、それぞれの進捗状況と事業完了の見通し

はどうか 

 加木屋中部と名和駅西土地区画整理事業では、それぞれ民間事

業者の誘致のための大街区が予定されているが、現時点での参入

見込みはどのような状況なのか 

 三世代同居又は近居する子育て世帯への補助について、具体的

な内容及び国の省エネ住宅支援との関連はどうか。また、補助額

は近隣市町と比べてどうか 

 

８ 行政推進項目につ

いて 

１ デジタル・トランスフォーメー

ション推進基本方針の策定から２

年が経過し、情報システムの標準

化・共通化やオンライン手続の導

入など、市民サービス向上と業務

の効率化をめざし、様々なデジタ

ル化が進められているので、その

取組状況を伺う 

 情報システムの標準化・共通化は、財源見込みを含め、システ

ム業者との調整や業務プロセス見直し等、全体の進捗状況はどの

ようか。また、国のマイナポータルを利用したオンライン申請

や、ペーパーレス会議システムの利用状況等はどうか 

 書かない窓口の導入によって、どのように改善が図られ、今後

の導入予定はどうか。また、市公式ＬＩＮＥの登録者数や情報発

信の実施状況と、４月からの配信情報等の見直しはどのような内

容なのか 

 

２ 建築後４５年目を迎える庁舎の

設備等改修事業の継続費が予算計

上されている。庁舎は、行政サー

ビスや防災機能の拠点であり、経

済的でバリアフリーや省エネルギ

ー対策等が求められる施設であ

る。そこで、整備の方針や事業内

容等について伺う 

 老朽化が進む庁舎を改修整備する基本的な目標は何か。また、

整備方針を「１５年から２０年使い続けた後に新庁舎へ移行す

る」としたのは、どのような理由と展望に基づくのか 

 耐震化対策を始め、現状の課題に対し、どのような改修事業を

行うのか。また、ＬＥＤ化等によるゼロカーボンへの貢献や、Ｗ

i-Ｆi 整備等による市民サービスの向上では、どのような効果が

期待されるのか 
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質  問  者  ２ 蔵 満 秀 規 議 員 （市友会） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 市政運営の基本姿

勢について 

１ 令和６年度予算のうち市税収入

が約２９０億円と過去最高となる

一方、多額の財源の必要性から、

財政は大変厳しい状況となってい

る。現在日本は、少子化による急

激な人口減少時代を迎えており、

また、６５歳以上の人口は、約２

９％で過去最高となり、７５歳以

上の人口は２千万人を超え、高齢

化率は更に高まる状況にある。ま

た、小中学校の校舎等、公共施設

の老朽化は進み、更には能登半島

地震を教訓としつつ、南海トラフ

地震を視野に震災対策も必須であ

る中、建設費は日々高騰してい

る。そのような取り巻く環境の

中、既存の公共施設を維持しつ

つ、防災、福祉、カーボンニュー

トラルへの取組が最優先であると

考えるが、新たな施設の建設や再

開発の考え方について質す 

 令和６年度の予算規模が、令和５年度全会計総額比較で５．

３％増の８７６億３，９１３万円となるが、その要因及び今後の

見通しについて聞きたい 

 過去最高の税収が見込まれるものの、一方で小中学校の校舎建

て替え等、多額の財源が近い将来必要となり大変厳しい状況にあ

るが、主な要因及び今後の見通しについて聞きたい 

 今後、少子高齢化や人口減少が急激に進む中、防災、福祉、カ

ーボンニュートラルへの取組が最優先であり、モノから人への投

資が求められると考えるが、新たな施設の建設や再開発の考え方

について聞きたい 
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２ 子ども・子育て分

野について 

１ 花田市長就任以来、次代を担う

子どもたちへの惜しみない投資と

して、日本一子育てしやすいまち

の実現に向け、子育て世帯への手

厚い施策を数多く展開している

が、公費負担の現状及び今後の見

通しについて質す 

 子ども医療費助成制度については、令和４年度より通院分の高

校生等までの拡大を行っているが、子ども医療費助成の実績及び

今後の継続見通しについて聞きたい 

 保育園や学校給食費について、非課税世帯はもとより、市が生

活困窮世帯と判断した場合は公費負担としており、更には食材費

高騰に伴う値上がり分も公費負担としているが、その実績及び今

後の継続見通しについて聞きたい 

 現在の第３子以降の保育料や副食費の無償化を、令和６年度よ

り第２子まで拡大するとしているが、その予算規模及び内容につ

いて聞きたい 

 

２ 中学校部活動は、子どもたちの

成長段階において、新たな才能の

発掘や先輩・後輩・指導者との縦

社会における人間関係等、子ども

の学びの場として重要な役割を担

ってきた日本の良き文化であると

認識している。現在、教職員の過

重労働に伴う働き方改革や少子化

等の影響から、部活動の在り方に

ついて検討せざるを得ない事は理

解するものの、子どもはもとよ

り、子育て世帯や地域クラブから

不安視する声があることから、そ

の内容について質す 

 部活動は、地域連携・地域クラブ活動への移行が検討されてい

るが、現在の検討内容及び移行を進める理由について聞きたい 

 地域クラブ活動への移行によるメリット・デメリットについて

聞きたい 

 地域クラブへの移行は、家庭環境によっては、財政面や送迎面

で参加できない子どもが発生するのではと危惧するが、市の助成

についての検討状況を聞きたい 

 現在でも地域クラブは、体育館やグラウンド等活動場所の定期

的な確保が困難な状況に直面しており、中学校部活動の地域移行

時には、中学校施設等をスポーツ部や文化部用に整備の上、使用

料を減免すること等により、安定的かつ安価に地域クラブに参加

できると考えるが、市の考えを聞きたい 

 スポーツ部や文化部それぞれの地域移行に関する今後のスケジ

ュールを聞きたい 

 

３ 子ども家庭総合支援拠点及び子

育て世代包括支援センターの機能

を一体的にした、こども家庭セン

ターを新たに設置し、妊産婦から

児童の保健と福祉を一体的に支援

できる体制とするが、その内容に

ついて質す 

 既存の子ども家庭総合支援拠点及び子育て世代包括支援センタ

ーの令和４年度の相談件数と主な相談内容及び、最近の傾向につ

いて聞きたい 

 新設のこども家庭センターは、心理職の配置が予定され、相談

体制の充実を図るとしているが、期待される効果について聞きた

い 
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４ 全国の小中学校における不登校

児童生徒数は、コロナ禍を経て急

増し、令和４年度は約３０万人と

されており、増加の一途を辿る状

況にあること等から、文部科学省

は、不登校を問題行動としてはな

らないと位置付けている。子ども

たちの多様化や意思が尊重される

時代へ移行しつつある現状を踏ま

え、不登校の子どもたちのフリー

スクール等の学びの場、居場所づ

くりが全国的に広がってきている

ことから市の取組状況を質す 

 不登校児童生徒数は、全国的にコロナ禍を経て急増している

が、市の状況を聞きたい 

 昭和の時代に確立された従来型の学校教育は、学校という教育

現場を望まない子どもが増え続けている令和の今、教育方針・内

容について検討すべきと考えるが、市の検討・改善内容を聞きた

い 

 全国の不登校児童生徒数３０万人の内、相談・指導等を受けて

いない子どもたちが１１万４千人とされている現状を鑑みると、

不登校の子どもたちの学びの場づくりが喫緊の課題と考えるが、

市の考え方及び取組内容について聞きたい 

 現在、適応指導教室「ほっと東海」を２か所で運営している

が、その内容及び実績を聞きたい。また、令和６年度より、３か

所目として平洲中学校に開設を予定しているが、その必要性につ

いて聞きたい 

 

３ 環境・経済分野に

ついて 

 

１ ゼロカーボンシティ宣言以降、

市内各地で宅地開発が進められ、

多くの農地が消滅しており、地球

温暖化対策を危惧する声があるこ

とから、脱炭素社会の実現に向け

た取組状況について質す 

 宅地開発による企業誘致等は、税収面や新たな雇用の創出、人

口増加等、市の財政面で重要な取組であるが、一方で市の目指す

脱炭素社会との乖離が危惧されることから、開発中の地域におけ

るゼロカーボンシティの実現に向けた考え方について聞きたい 

 宅地開発により多くの企業が市内で開業するが、事業者へのカ

ーボンニュートラルに関する支援策について聞きたい 

 

２ 市長が選挙公約としたキャッシ

ュレス決済ポイント還元事業につ

いて、長期間に及んだコロナ禍

や、物価高騰の影響を受ける市内

事業者、市民から高評価を得てお

り、継続実施を望む声があるが、

一方で国の交付金の動向や予算の

課題もあることから、今後の実施

に向けた考え方について質す 

 物価高騰の影響を受ける市内事業者、市民への支援策として、

令和３年度より実施しているキャッシュレス決済ポイント還元事

業の実績とその効果について聞きたい 

 全ての市民がキャッシュレス決済を利用できる取組として、令

和５年度よりキャッシュレス決済に対応したスマートフォン教室

の実施や、市役所に支援員を配置していたが、その内容について

聞きたい 

 市内事業者、市民から高い評価を受けるキャッシュレス決済ポ

イント還元事業について、今後の方向性について聞きたい 
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３ 市制５５周年記念事業として開

催する全国工場夜景サミットをは

じめ、観光資源の魅力を発信して

いくとしているが、市内には聚楽

園大仏をはじめ、美しく整備され

た各種公園もあり、ＳＮＳで話題

となるようなアニメのモニュメン

トを製作する等、工夫一つで大き

な観光資源になると考えることか

ら、魅力発信の内容について質す 

 市制５５周年記念事業として、全国工場夜景サミットが本市で

開催されるが、その内容について聞きたい 

 発売日に完売となる工場夜景クルーズについて、発着港の変更

や市内企業の工場見学等、試行実施してきたが、今後の実施内容

について聞きたい 

 インバウンドも視野に、市長がはじめた聚楽園大仏のライトア

ップのほか、大池公園の桜、加家緑道の河津桜、上野台公園のア

ジサイ園、元浜公園のバラ園等、市民から好評を得ている観光資

源の魅力を今後、どのように市内外に発信していくのか聞きたい 

 本市の魅力発信方法について、令和５年度に聚楽園公園もみじ

まつりに合わせたインスタグラムでのフォトコンテストを初めて

実施したが、その結果や成果及び今後の各種イベント等での活用

方法について聞きたい 

 

４ 健康・生涯学習分

野について 

１ 令和８年度のアジア競技大会に

ついて、当市開催予定のカバディ

競技の受け入れ態勢や、アジア競

技大会を契機とした、今後のスポ

ーツ振興による、国際交流や地域

の活性化に向けた取組について質

す 

 アジア競技大会におけるカバディ受け入れスケジュールを聞き

たい 

 アジア競技大会の会場となる市民体育館の整備に着手するとし

ているが、その内容について聞きたい 

 大会関係者及び市内外から多くの集客が見込まれるが、駐車場

スペースの在り方について聞きたい 

 カバディ競技は、現状メジャーとは言い難い競技と考えること

から、小中学校をはじめ市民が競技種目を理解する取組が必要と

考えるが、その方策について聞きたい 

 試合応援や選手との交流等による、スポーツ振興をとおして、

国際交流や地域の活性化を図る等の取組について聞きたい 
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５ 安心安全・都市基

盤分野について 

１ 循環バスについては、高齢者の

運転免許証の返納や、移動ニーズ

の多様化により、多くの市民が関

心を持っており、また、今後の高

齢化社会を見据え、車等の移動手

段を持たない市民が増えることも

見込まれることから、市内交通ネ

ットワークにおいて、生活に密着

した乗り物である循環バスの利便

性向上が望まれるが、現段階での

市の検討状況について質す 

 現行ダイヤの運行ルート及び運行間隔を、最大１２０分から短

縮を求める市民要望もあるが、現段階における市民ニーズや利用

実態を把握した上での検討状況を聞きたい 

 トラック・バス・タクシー等の自動車運転者に向けた厚生労働

省の「改善基準告示」の改正により、バス運転手の働き方が大き

く変わる中、次期ダイヤ編成に関する影響について聞きたい 

 交通空白地域を有する自治体では、デマンド交通を地域の交通

手段として活用する事例もあるが、本市の交通ネットワークの中

において、デマンド交通活用の検討状況について聞きたい 

 循環バスの次期ダイヤ・ルート再編は１０月からスタートとす

るとのことだが、今後の市内鉄道駅周辺等の整備状況に伴う、ダ

イヤ改正等の在り方について聞きたい 
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質  問  者  ３ 石 丸 喜久雄 議 員 （公明党） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 市政運営の基本姿

勢について 

１ 第７次総合計画の本市の将来都

市像を「ともにつながり 笑顔と

希望あふれるまち とうかい」と

しているが、将来都市像のイメー

ジについて問う 

 将来都市像を「ともにつながり 笑顔と希望あふれるまち と

うかい」としているが、市民には、具体的にどのようなまちの姿

をイメージしてもらえばよいか 

 

２ 経済見通し・本市

を取り巻く状況につ

いて 

１ 令和６年度の本市を取り巻く経

済状況の見通しと市税収入の見込

み、及び令和６年度予算編成にあ

たっての考え方について問う 

 令和６年度の本市を取り巻く経済状況の見通しと市税収入の見

込みはどうか 

 政府が目指す賃上げと経済成長の好循環に関して、本市が採っ

た方針とその実現に向けた令和６年度予算編成はどのようであっ

たか 

 令和６年度の当初予算においては、市債や基金を有効に活用し

て過去最大規模の積極的な予算編成を行ったとのことだが、市長

が特に重要視した事項とその理由はどうか 
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３ 子ども・子育て分

野について 

１ 市長が目指す「子育てするなら

東海市、日本一子育てしやすいま

ち」に対する評価と今後の取組、

及び市長が施政方針で示す「子ど

も・子育て分野」において、こど

も家庭センターの設置、不登校傾

向等にある児童生徒に対する支

援、学校体育館への空調機設置、

及び中学校部活動の地域移行につ

いて問う 

 市長就任以来「子育てするなら東海市、日本一子育てしやすい

まち」を目指して、様々な子育て支援の充実に努めてきたとのこ

とだが、現在の段階で市長自身のめざすまちの姿に対する自己評

価はどうか。また、めざすまちの姿に向けてさらなる充実が必要

と感じる子育て支援の施策は何か 

 これまでの「子ども家庭総合支援拠点」と「子育て世代包括支

援センター」の機能を一体的にした「こども家庭センター」を設

置するとのことだが、設置時期、設置場所及び新たな取組と期待

される効果はどうか 

 不登校傾向等の子どもたちが増加傾向にあることから新たに平

洲中学校内に３か所目の「ほっと東海」を開設するとのことだ

が、不登校傾向等の現状と現在の「ほっと東海」２か所の運営状

況はどうか。また、各学校に校内適応指導教室の開設に関する考

えと具体的な取組はどうか 

 令和６年度までに、市内６中学校すべての体育館への空調機設

置が完了する予定だが、小学校体育館の夏場の使用状況及び避難

所としての観点を踏まえた空調機の設置に対する考えはどうか 

 令和７年９月からの休日の中学校部活動の地域移行に向けて準

備を進めているとのことだが、その目的と期待される効果及び課

題はどうか 

 

４ 環境・経済分野に

ついて 

１ 市長が施政方針で示す「環境・

経済分野」において、脱炭素社会

の実現に向けた補助制度の創設、

及び市内小規模事業者キャッシュ

レス決済ポイント還元事業の実施

について問う 

 脱炭素社会の実現に向けた取組の中で、市民の省エネ家電への

買い替えに対する補助制度や事業者の省エネルギー診断及び省エ

ネルギー設備への更新等費用に対する補助制度を開始するとのこ

とだが、具体的な内容及び期待される効果はどうか。また、補助

制度の周知、相談体制についての考えはどうか 

 令和６年度も国の交付金を活用して、市内小規模事業者キャッ

シュレス決済ポイント還元事業を実施するとのことだが、高齢者

を含めＱＲ決済の手順が理解できずに利用できないという方が少

なくない。希望する全ての市民が利用できるようにするための対

策はどうか 
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５ 地域づくり分野に

ついて 

１ 市長が施政方針で示す「地域づ

くり分野」において、コミュニテ

ィソーシャルワーカーの配置、コ

ミュニティを中心とした地域運営

体制づくり、及びパートナーシッ

プ宣誓証明書の交付実績等につい

て問う 

 様々な地域生活課題に対応し、だれもが身近な場所で困りごと

の相談ができ、支援に繋がる体制を整備するため、コミュニティ

ソーシャルワーカーを配置するとのことだが、具体的な役割、人

数、配置体制等の詳細はどうか 

 コミュニティを中心とした地域運営体制づくりの進捗状況と今

後の取組及びスケジュールはどうか。また、本市ではコミュニテ

ィをまちづくりの重要なパートナーとして協働・共創のまちづく

りを推進するとしているが、コミュニティの役割はますます大き

くなることから、コミュニティの運営及び役員に対する支援の強

化について、見解と今後の取組はどうか 

 本市は、令和５年４月から「パートナーシップ宣誓制度」を導

入したが、東海市パートナーシップ宣誓証明書の交付実績はどう

か。また、令和６年４月からは「パートナーシップ・ファミリー

シップ宣誓制度」として制度を拡充するが、その目的と期待され

る効果はどうか 

 

６ 健康・生涯学習分

野について 

１ 市長が施政方針で示す「健康・

生涯学習分野」において、帯状疱

疹ワクチン接種の助成拡充、創造

の杜交流館の開館に向けて制作す

る短編映画、及びアジア競技大会

で本市のカバディ種目の受け入れ

に向けた取組について問う 

 令和５年度から帯状疱疹ワクチン接種の助成を開始したが、令

和５年度の助成実績はどうか。また、令和６年度から不活化ワク

チンの助成単価を１回あたり５，０００円から１万円に引き上げ

ることによる助成件数の見込みと期待される効果はどうか 

 全国の映画館を始め創造の杜交流館でも上映する予定の東海市

を撮影地にした短編映画２作品の制作が始まるとのことだが、こ

れらの短編映画に関する詳細と期待される効果はどうか 

 令和８年度には、愛知県を中心にアジア競技大会が開催され、

本市ではカバディが開催されるとのことだが、カバディとはどの

ようなスポーツなのか。また、カバディの受け入れを通じて、大

会の成功に向けた取組と期待される効果はどうか 
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７ 安心安全・都市基

盤分野について 

１ 市長が施政方針で示す「安心安

全・都市基盤分野」において、令

和６年能登半島地震から得た教訓

や新たな課題、それに対する対策

や実践的な避難所運営訓練につい

ての考えと取組等、また、太田川

駅西土地区画整理事業における今

後の展望、令和６年１０月から予

定されている循環バスのダイヤ・

ルート改正及びデマンド交通の実

証実験について問う 

 阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本地震と大震災を経験す

るたびに新たな課題が生まれるとのことだが、令和６年能登半島

地震から得た教訓や新たな課題、それに対する取組はどうか 

 令和６年能登半島地震で浮き彫りになったのが水道管の耐震化

の必要性だが、本市の水道管の耐震適合率はどうか。また、能登

半島地震から得た教訓を生かした今後の方針と取組はどうか 

 大きな災害が発生するたびに繰り返し問題となっているのが避

難所のトイレの問題だが、本市の災害時におけるトイレの対策は

どのようになっているか 

 これからの避難所の運営に際しては、受付・管理の効率化を図

るためマイナンバーカードを活用した体制づくりの取組が必要と

考えるが、本市の考え方と取組はどうか 

 防災・減災対策の充実とあるが、愛知県が令和６年度予算案の

中で、「災害時に人とペットが共生できる愛知」を目指し、市町

村のペット同行避難に向けた取組を促進・支援するとしている

が、本市のペット同行避難に向けた考え方と取組はどうか 

 太田川駅西土地区画整理事業では、市道元浜線の両側に新しい

まちづくりが進む様子が一望できるようになり、市民の期待が膨

らんでいるが、具体的な土地利用は、いつ頃どのようなまちの姿

として現れてくるか 

 令和６年１０月からの循環バスのダイヤ・ルートの改正及びデ

マンド交通の実証実験に関する内容と期待される効果はどうか 
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質  問  者  ４ 坂   ゆかり 議 員 （日本共産党議員団） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 市政運営の基本姿

勢について 

１ 市民一人ひとりの笑顔と希望が

あふれるまちづくりについて問う 

 「まちづくり指標」や「成果指標」の約７割が順調に改善され

たとしているが、未達成だった「まちづくり指標」の主なものは

何か。また、その理由をどう分析しているか 

 未達成だった「まちづくり指標」の改善に向けて、今後どのよ

うに取り組んでいく考えか 

 

２ 本市を取り巻く状

況について 

 

１ 令和６年度の当初予算編成にお

いては、将来を見据えた新しいま

ちづくりの取組を進め、東海市の

魅力を高め、さらなる飛躍、発展

を目指すとしているが、市の考え

を問う 

 過去最大規模の積極的な予算編成を行ったとのことだが、将来

を見据えた新しいまちづくりについて具体的にどのような施策に

現れているか 

 

３ 子ども・子育て分

野について 

 

 

１ 保育園、学校給食の食材等の値

上がり分の公費負担等、子育て世

帯の負担を軽減し、より子育てし

やすい環境整備に取り組んでいる

としているが、「子育てするなら

東海市、日本一子育てしやすいま

ち」を目指す子育て支援の充実に

ついて問う 

 食材等の値上がり分の公費負担にとどまらず、学校給食の無償

化に取り組み、より子育てしやすいまちを目指す考えはどのよう

か 

 

２ 組織改正により、「女性・子ど

も課」の分担事務の見直しの結

果、ＤＶ相談等の窓口が他課の分

担事務に変更になる等、相談者に

とって窓口が分かりづらくなるほ

か、相談対応ノウハウの継承に問

題を生じると考えるが、安心して

相談できる窓口について問う 

 ＤＶ相談等の窓口の周知、相談対応ノウハウの継承等を含め、

安心して相談できる窓口の必要性について、どのように考えるか 
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３ 夏の暑さ対策として、小中学校

の特別教室への空調機の設置が進

められているが、安心安全で快適

に過ごすことができる学習環境の

整備について問う 

 小学校については、音楽室への空調機設置を行うとあるが、中

学校も含め、他の特別教室への設置の計画はどのようか 

 

 

４ 校舎等の建替えに向けた基本計

画を策定中の平洲小学校の建替え

について問う 

 新しい時代の学校にふさわしいモデルとなるよう計画していく

とあるが、具体的にこれまでの校舎とどのような点を変えようと

考えているか 

 

４ 環境・経済分野に

ついて 

１ 東海市地球温暖化対策実行計画

（区域施策編）の目標達成のた

め、「とうかい脱炭素チャレンジ

２０３０」の脱炭素社会の実現に

向けた取組について問う  

 市内店舗や事業者等と連携した啓発キャンペーンを実施すると

しているが、具体的にどのような啓発を考えているか 

 

２ 令和５年度は二度にわたり実施

し、市内に大きな消費喚起、経済

効果があったとされるキャッシュ

レス決済ポイント還元事業につい

て問う 

 高齢者等のキャッシュレス決済の利用が難しいことが予想され

る市民に対する対策をどのように考えているか 

 

５ 地域づくり分野に

ついて 

１ 地域福祉、防災及び防犯面にお

いて、地域に期待すべき役割は、

ますます大きくなってきていると

述べているが、コミュニティを中

心とした地域運営体制づくりにつ

いて問う 

 町内会・自治会の加入率の低下や定年の延長等で役員の担い手

不足が問題となる中で、加入率向上及び担い手の確保に対する支

援をどのように考えているか 

 

２ 性的マイノリティ等に対する理

解が広がり、お互いの人権を尊重

しながら共生し、多様性が受け入

れられる社会の実現について問う 

 令和６年度はパートナーシップ・ファミリーシップ制度として

制度の拡充をするとしているが、性の多様性への理解増進を図る

方策をどのように考えているか 
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６ 健康・生涯学習分

野について 

１ 令和７年５月の開館を目指して

準備が進められ、横須賀の文化や

歴史を映像等で紹介する横須賀文

化発信コーナーも整備される「創

造の杜交流館」について問う 

 横須賀のみならず市内全域についての歴史を紹介することで、

本市の魅力を再発見し、東海市の良さを知る契機とする考えはど

うか 

 

７ 安心安全・都市基

盤分野について 

１ 南海トラフ地震に備えた地域の

強靱化について問う 

 令和６年１月に発生した能登半島地震の被災状況等からどのよ

うな教訓を得ているか。また、この地域でも発生が危惧されてい

る南海トラフ地震に備えた地域の強靱化にどのように活かそうと

しているか 

 

８ 夢と希望が持てる

まちづくりについて 

１ 現在、「住んでよかった、住み

つづけたい」と実感できない市民

が、将来に向かって夢と希望が持

てるまちづくりについて問う 

 全ての市民が「住んでよかった、住みつづけたい」 と実感し

てもらえるまちにするために、どのようにまちづくりを進めてい

くのか。また、次世代に引き継いでいくための具体的方策はどの

ようか 

 

 


